
生体組織の再生を促す機能をもち、
多孔質で柔軟性に優れる不織布状
の細胞足場用スキャホールド材（イ
ンプラント材）を開発しました。

技術概要
　生体内で分解する機能をもつポリマーと、細
胞の活性化効果を示すセラミックスを融合させ
た新しい歯科用材料を開発しました。さらにエ
レクトロスピニング法を用いて不織布状の繊維
構造に成形することで、より優れた生体との親
和性と柔軟性のある材料を実現しました。

背景・従来技術
　近年、生体内で分解するポリマーを用いた不
織布状の生体材料について活発に研究されてい
ます。不織布状材料は多孔質であり、生体組織
との馴染みも良く、多くは柔軟性を持つため有
用と期待されています。我々は、生体組織の再

生を担う細胞に対し活性化させる機能をもつセ
ラミックスに着目し、これらを複合化させるこ
とに成功しました。

特徴
　多孔質、柔軟性、分解性、細胞の活性化効果
等を示す。セラミックスの粒子を複合化させた
ものや、化学結合を介してハイブリッド化させ
たものなど、いくつかの組成がすでに実現でき
ています。

実用化イメージ
　歯科応用を見据えた骨充填材や組織工学用ス
キャホールド材。
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・走査型電子顕微鏡
・フーリエ変換赤外分光光度計

・歯科用生体材料開発
共同研究を希望するテーマ利用可能な設備・装置

　当研究室は、材料合成、諸物性評価、そして細胞培養試験まで対応できるシステムを持っています。
新しい組成の不織布材料の開発も可能です。
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不織布状インプラント材料の開発　
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化学・5305 生体関連化学
産業分類

・生体機能材料
・骨充填剤
・スキャホールド材

技術キーワード技術分野
・E 16 化学工業
・P 83 医療業
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